定例市政記者クラブ・市長懇談会（８月）の結果について
日時：平成２３年８月８日（月）午後１時～２時
場所：市役所２階第２委員会室
出席：市政記者クラブ７社
会見内容

１．話題提供（４項目）


■　７月３０日、３１日の２日間、事業仕分けを実施いたしました。

結果につきましては、既に公表しておりますが、「抜本的見直し」は無し、「見直し、改善」が１４事業、「現行どおり」が１０事業という結果となったところでございます。

■　釧路市の事業仕分けは、市民の皆さんに、市が行っている事業の内容や手法などを理解していただくことを目的に、事業の効果などについて議論し、ご意見をいただくものであります。

■　２日間、２４事業の仕分け作業を行っていただいたところでありますが、仕分け人の皆さんには、事前の説明会も含めまして、大変貴重なお時間をこの仕分けのために使っていただき、ご尽力いただきましたことに、改めて感謝申し上げる次第でございます。

■　市といたしましては、仕分けの結果を受けまして、対応方針を検討していくこととしておりまして、１２月議会には、対応方針の素案をお示しし、平成２４年度予算編成を経て、２月市議会で対応方針を決定してまいりたいと考えております。

· 事業仕分けは、来年度、残りの２０２事業から 仕分け事業を選定し、実施して了としたいと考えております。


■　広告事業は、財政健全化推進プランの一環として実施しており、この事業は市有施設において、広告映像等を放映するためのテレビモニターを設置し、これを使って 有料広告および行政情報を放映するものです。
■　この事業は受託事業者が、市役所本庁舎１階の戸籍住民課窓口と鳥取支所、コアかがやきの３箇所に広告映像用テレビモニターを設置し、広告映像を放映することにより、一定の広告料を市に支払うものでございます。
■　また、戸籍住民課窓口には、テレビモニターの隣に、新たに番号案内表示機も設置いたします。
■　放映する広告映像のほか、全体の４分の１程度は行政情報を放映する予定でございます。
■　事業者は、８月１日に開催いたしました審査委員会において、公募型プロポーザル方式により愛知県に本社を置く長田広告株式会社に決定いたしました。
■　この事業者は全国の１７４自治体において、既にモニター広告事業を取り扱っており、道内では帯広市、苫小牧市、江別市にて受託しております。
■　事業開始は、１１月１日を予定しております。

■　事業の効果額として、広告料等として 年額約２３万円見込んでおります。
■　また、戸籍住民課で現在使用している番号案内表示機は、すでに９年使用しているため、更新を検討しておりましたが、この度の事業により、無償で番号案内表示機の更新が可能となりますので、その更新費用として約１５０万円の削減効果が期待できるものでございます。

■　釧路市では、一昨年から地元の不動産事業者や宿泊事業者が主体となり、「くしろ長期滞在ビジネス研究会」を設立し、長期滞在者の積極的な誘致活動を行ってきました。
■　おかげさまで、本年は昨年比約２．４倍となる４７組８５人、述べ滞在日数３,８１４日となる見込みであり、「涼しいくしろ」が少しずつ長期滞在者の間で浸透してきていることを実感しております。
■　この度は、その長期滞在者のお一人である岡山大学大学院教授の粟屋様が釧路市立高等看護学院において、教員との意見交換会、看護学生に向けた講演会を行うこととなりましたので、お知らせいたします。
■　粟屋様は、医療倫理分野における国内第一人者であり、この度は、当市の医療並びに医療教育活動に対しご理解を示していただき、休養のための滞在にもかかわらず、快く講師をお引き受けいただきました。
■　釧路市といたしましては、今後も釧路ファンを増やしていくために、長期滞在者の様々な受入活動を進めてまいりますが、こうした長期滞在者の専門分野を活かしたお付き合いをさらに深めたいと考えております。

■　只今、動物園で進めております台湾・台北市立動物園との「タンチョ学術交流」につきまして、今後の日程、取り組み状況を中心に説明いたします。

■　本事業につきましては、既にご案内のとおり、当市と北海道が連携し、㈱ニトリホールディングスの全面的資金援助のもと、本年度を初年度として向こう５年にわたり継続して実施していくもので、「ニトリ・サルルンカムイ・プロジェクト連携協定事業｣と呼ばれており、ここまで計画にそって順調に取り組みを進めてきております。

■　５月には、釧路市におきまして 釧路市動物園と台北市立動物園との間で、無償貸与する２羽のタンチョウを中心とする今後の飼育・繁殖計画を取り決めする『覚書調印式』を執り行いました。

■　続いて、先月７月２５日から２９日までの５日間、台北市立動物園から獣医師、飼育員の５名が来釧し、動物園・丹頂鶴自然公園・阿寒国際ツルセンターの３施設で、実際にタンチョウの飼育や繁殖および医療技術の習得を目的に研修に当たっていただきました。

■　また、台湾に渡るタンチョウには「検疫」が必要でありますが、このため７月から動物園内で工事に着工しておりました『検疫舎』 もこのたび完成し、９月１４日の台湾へ移送する日までの間、２羽はこのなかで隔離された飼育・検査となりますが、台湾到着後さらに１ヶ月間、台湾側でも検疫を行なうことになっております。

■　なお、動物園では９月１１日にタンチョウ「ビッグとキカ」を送るセレモニーを 市民の皆さんと一緒に行えるよう準備を進めております。

■　そして、１０月３０日、現地台北市立動物園におきましては、２羽のタンチョウ展示のオープニングセレモニーが、北海道知事をはじめ、私も含めて日本側関係者が多数出席のもと、執り行われる予定になっております。

■　以上の日程内容から、海外に初めて渡る釧路市・地域のシンボルとも言われる「タンチョウ」を通した本事業がいよいよ具体化してまいりました。

■　今後はタンチョウを縁とした観光・経済・友好など、台湾との様々な分野での相互交流が一層促進していくことに、大きく期待を寄せております。

【質疑要旨】
（質問）
・　事業仕分けについて、今回、抜本的見直しが０件になりましたが、感想をお聞きしたいと思います。
（市長）
・　釧路市の事業仕分けは、始めから何かをカットするために行うものでは無く、市が行う事業の中身を市民の皆さんにしっかりと知っていただく、しっかりと説明する場として、活用するということを目指してきました。今回、仕分け人の方々に、対象施設の事前調査を行うための仕分け人証を配布したところ、活用いただいておりますので、市民に市が行っている事業を知っていただくということは進んでいると感じています。
（質問）
・　長期滞在者について、昨年と比べて２．４倍、８５人の見込みになるとのことですが、市は、どれくらいの人数を目標としているのでしょうか。
（市長）
· 　目標に設定している数字はありません。ただ、現在、主体的に事業を行っている市内のホテルや不動産業者等で構成する、くしろ長期滞在ビジネス研究会が用意しているマンションは埋まっており、その後の長期滞在希望者については、ホテルを中心に滞在してもらっています。今後の課題としては、受け入れ体制の裾野を広げていくことと感じておりますが、受け入れ数の増加については、涼しい釧路のＰＲ効果だと思っています。来てくれた方がリピーターとなって来ることもありますので、非常に良いつながりが出来ていると感じています。
（質問）
・　厚生労働省から、市内で１０年ほど前に死亡した方が発見され、家族がその方の年金を不正受給していたらしい、という発表がありました。これまでに、市も安否不明高齢者の確認に尽くしてきたと思いますが、結果として網羅できていなかったことについてどう考えているのか、また今後の対策等についてお伺いしたいと思います。
（市長）
· 　市におきましては、介護サービス、高齢者福祉サービス等を受けている方について、一定の把握をしています。この方はこれらのサービスを受けておらず、把握はしておりませんでした。ただ、亡くなった家族をそのままにしておく事例が市内であったということに、大きな衝撃を受けています。今後は、町内会や民生委員などと協力し、単身高齢者宅の見回りを、より一層強化していきたいと考えています。
（質問）
・　国土交通省が全国の国管理空港の抜本的な効率化を図るため設置した、空港運営のあり方に関する検討会では、将来的に道内の国管理空港を、民間事業者へ委託するという案を示しました。釧路空港は国管理にありますが、今後、市として道や国に対してどのような働きかけを行う方針でしょうか。
（市長）
· 　検討会には道知事も委員となり、道内にある１３の空港を守るといったスタンスで話を進めてきましたが、道内には赤字の空港もありますので、道にはしっかりと現実をふまえていただき、道としてのビジョンをしっかりと持っていただきたいと思っています。また、市としては、道が道内関係自治体との協議を進めていくことが重要と考えております。
（質問）
・　釧路港が選定された国際バルク戦略港湾ですが、計画の実現に向けた港湾育成プログラムを今月中にまとめるとお聞きしました。進捗状況についてお伺いしたいと思います。
（市長）
· 　釧路港を利用する民間企業のほか、国、道、市などで構成する釧路港国際バルク戦略港湾推進協議会を７月に設立し、今月は３回目となる最終の会議で、プログラムをまとめる予定です。
（質問）
・　白糠町でメガソーラー（大規模太陽光発電所）誘致の構想があるようですが、釧路市としても誘致するお考えはあるのでしょうか。
（市長）
· 　国の制度では、太陽光など再生可能なエネルギーで発電した電力を、電力会社に一定期間買い取りを義務付けるとしており、この制度が成立すると、様々な企業が事業に進出することができると思っています。市内にも５カ所、合計３１ヘクタールの土地がメガソーラーの適地と考え、道に対して提示しています。
１．平成２３年度釧路市事業仕分けの結果について








２．釧路市モニター広告事業の実施について








３．長期滞在者による医療倫理に関する講演会の開催について








４．台湾台北市立動物園とのタンチョウ学術交流について
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